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マダイ種苗量産技術開発試験

大島展志

はしかき

マダイ種苗の生産は本年度で２年目になる。初年度は他所から卵を得て飼育試験を行左い,充分

な試験を行たうととができたかへたが，本年は先づ量産の基本要因である自家採卵を行ない，次い

で水;楢で量産の基礎試験を行左いながら生産稚魚を海面の生費養成までもるて行くことに主眼をお

いた。）

Ｉ親魚と採卵

１．親魚

親魚は４９年５月１８日に隠岐島西之島町赤江の網仕切池で養成しているものから２５尾を運搬

し,当場の水槽(８４５ｘ１８０ｘ１３０ｍ水槽発覆)に収容し,イワシ等を与え:て養成したも

のであるが，雌雄が判ら友<本年の産卵が危まれたので，再度５０年８月２７日に山口県長門市仙

崎湾の養魚場から２５尾購入した。このものも嚇入時には雌雄比が判然とし章か詞た゜親魚の経歴

は第１表に示した｡

第１表マダイ親魚の大きさ
５０年３月

2．産卵

（１）方法

採卵方法は第１図に示した。産出卵は水槽の排水側の水面と排水口に付けた採卵網（ゴース製径

２５伽，長さ２．５皿）に集まるようにした。採卵網に入る卵の落下筏撃を軟らげるために，排水鑓

－２３２－
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を１２Ｍ/分と少くし，

又，排水溝に水をためて

水位差を少たくした。卵

の採集は，前日の夕方排

水口に採集網を設匿し，

翌朝９時に採集網に集寮

白たものと，排水側水面

面に浮淋している卵を網

ですくい取った｡このよ

うにして集めた卵は水面

水位

９Ⅲ

採集

第１図排水口付近の構造と採卵装置

の浮瀧卵と採集網に入へた流出卵を区分し，洗卵して重蹴を柵司允。この数値は１９当り卵粒1,5

００を乗じ産卵量とした。次いで各卵ごとに蝿排し，直ちにその一部をビーカーに抄いとｂ５００

ｃｃビーカーに移し，しばらくおいてから浮上卵と沈下卵を計数し，浮上卵を受粉卵とした。又一方

浮上卵を２００～５００粒抄って５０水槽に収容し，８日後にふ化仔魚と死卵を計数し，ふ化率を

算出した。

②結果

１）期間と産卵量

産卵状況は第２．８図に示した。産卵期間は隠岐産（以下養成魚と称す）のものが４月１７日～

５月３０日，仙崎産（以下移入魚と称す）のものが４月１８日～５月２９日と産み，４１日～４３

日間連統産卵した、最盛期は４月末～５月初めであ句た。総産卵数は養成魚が８，２８９，８５０粒，

移入魚が３，８５１，４５０粒であへた。１日の最高産卵数は養成魚で４月３０日の８０３，０００粒で

あ司た。浮淋卵と流出卵は，浮漉卵がやＡ多い傾向にあった｡産卵期中の水温は，１３．６℃～１７．

６℃であｂ，最盛期で１４．８～１６．２℃であった。

産卵状況を養成魚と移入魚を比較してみると第２表のようにたる、

１尾当りの産卵量は，養成魚が平均６９０，８２０粒で仙崎湾から産卵前に運んだものより約３．３

第２表親魚の差にエろ産卵状況

－２３８－

親魚
産卵数

浮遊卵 流出卵 計.

１尾当りの

産卵量

譲成魚 4，２６８，１５０ 4，０２１，７００ 8，２８９，８５０ ６９０，８２０

仙崎上り３月２７日
運搬（移入魚） 2，２０９，５００ 1，６４１，９５０ 3，８５１４５０ ２１３９６９



倍多かつた。これにより養成魚の優利性が認められた。

産卵時刻は日没後の１９時頃から深夜に及ぶようであった。
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第３図移入魚の産卵状況と水温
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２）受精率とふ化率

親魚別の受精率とふ化率を第８．４表に示した。

－２３５－



第３表養成入魚の採卵方法別の受鞘率とふ化率の推移

－２３６－

月日 浮遊卵数 受精率
受精卵の
ふ化率

流出卵数 受精率
受精卵の
ふ化率

７８９０１２３４５６７８９０１２８４５６７８９０１２８４５６７８９０１２８４５６７８
１１１２２２２２２２２２２３

１１１１１１１１１１２２２２２２２２２

の

●

４

５

７５，７５０

１８０，０００

１５，０００

１０，５００

12,000

18,000

6，０００

８，０００

１０８，０００

１６８，０００

３０１，５００

３７５，０００

2４，０００

３７５，０００

１８３，５００

３８５，０００

２７１，５００

２４４，５００

１２０，０００

８１，５００

７２，０００

３，０００

１９，５００

3,000

１１１，０００

１５９，０００

１８２，０００

１３８，５００

９，０００

１３５，０００

４，５００

５１，０００

18,000

１０２，０００

１８７，０００

３，０００

３７，５００

１，５００

５８，４００

４，５００

７９，５００

８６，０００ １９８２７５０１８４２７３０９６４９８８６８４８８４９３３８１１９６２４１８７０１６ｇ広３５５８０５３ＥＬ３ⅥＬ００６ａ０３３０Ｌ８Ｌ８０爪爪０８６９Ⅲ０５２９９３２１７６７１６５１４８８６９９８７７７６４６８１８５４８９５２８２２８５１５１２８４ 叩叩、、、畑町躯顕叩咽釦、、釦躯ｎ頭⑪”虹坦一““、躯皿虹耶町叩郎、頑ｕ躯諏“幻諏“６７７８９２８７９９９９９７９９９９９８９５９８９７９９９９８９８８７８９８８９６
２５８，０００

１９９，５００

９５，０００

２６６，０００

２１７００００

51,000

４２，０００

８７，０００

95,000

１２０，０００

３１，５００

２２８，０００

１８８００００

185,000

８４，５００

１４７，０００

１０５，０００

６４，５００

３００，０００

６９，０００

45,000

２４，０００

３１８，０００

７２，０００

２７，０００

１２，５００

２７，０００

１５，０００

７５０

１７２，５００

300,000
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７５０

120,000
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第４表移入魚の採卵方法別の受糖率とふ化率の推移

－２３７－

月日 浮遊卵数 受鞘率
受稲卵の

発生率 流出卵数 受精率
受精卵の‘
発生率

８９０１２３４５６７８９０１２８４５６７８９０１２８４５６７８９０１２８４５６７８
１１２２２２２２２２２２３

１１１１１１１１１１２２２２２２２２２

ｓ

●

４

５

４６５００

１９，５００

6,000

４２，０００

３９，０００

3,000

3,000

２２，５００

２５５００

１３５００

１２０，０００

36,000

７６５００

１２３，０００

１６３，５００

１４５５００

８８，５００

６１５００

9１５００

156,000

１０，５００

２５５００

２１，０００

１９９，０００

６３，０００

１４１，０００

９０，０００

５２，５００

１５０，０００

6，０００

42,000

３９，０００

７５，０００

２４，０００

4，５００

１５，０００

15,000

15,000

１９，５００

７５０

７５０ “躯”“雨蝿叩朋醒錨“顕、躯顕鍋““町叫皿町叩師瀦頑、羽幽虹耐、躯幽切叩諏躯餌一”６７４８７９０８１１６７７７４３４４４５５４８８６１８２２６５２１７１８
２

１
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４２０００

８６，０００

６６０００

１６５００

１６，５００

７，５００

15,000

４５００

４６，５００

６１５００

３０，０００

96,000

198,000

８５５００

129,000

４３５００

７５，０００

７２，０００

１２９，０００

５２，５００

４３，５００

１０，５００

1１１，０００

１６，５００

１３，５００

18,000

２７，０００

1，５００

７５０

４５，０００

１９，５００

４０，５００

15,000

3,000

9,000

こんせき

12,000

１５，０００

1，５００

１６，５００ 、嘔鍋髄皿ｍｗｍｍ蛆鍋祀蝿印瀬巫郎和型耶躯蝿蝿駆鋼、皿叩躯蛆“型嘔ね聡一虹躯皿祁
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１４１５１１１１５４２４３
３８４２１３１１１１ 聰明弱、型”ｕ”“叩叩鋼鋼町蛆嘔一服卿、’－６７９９７２２９８９８５５１７９９５８８５７７８２６

’５８４８０９４８

３８４６２４６７９８９６８７５６
７６８３８８９６９８７８９９８８８



先ず受精率をみると，養成魚の浮遊卵が５５．３６筋，流出卵が２８．８８妬，移入魚の浮遊卵が５

０６３筋，流出卵が２４．９４筋であり，浮遊卵が約２倍高かった。流出卵で２５妬の受精卵があっ

たことは流水量がやふ多かつたこと力堵えられる。又，産卵期間中の両魚の受糀率の推移を浮遊卵

でみると，初期が５８．７８筋・５３．２０冊，盛期が６８．９３筋・６６．７７妬，後期が４６．４９筋。

４０．５０筋であり，両魚とも盛期が高く，後期が低い状況にあった。

次に，ふ化率をみると，養成魚では浮遊卵が８４．３６筋，流出卵が７６．８２筋，移入魚では浮遊

卵が７０．８１妬，流出卵が６８．００箔と浮遊卵がやユ高かつた。又，産卵期間中の両魚の浮遊卵の

ふ化率の推移をみると，初期が７５．９７妬。４０．０５筋，艦期９１．００筋・７４．３４筋，後期８６．

１２９６．８４．２８妬であり，両魚とも初期がやＡ低く，盛期・後期が高い傾向にあった。又養成魚

の方がふ化率が高い状況にあった。

次に受精率とふ化率の関･係を浮遊卵でみると，第４．５図のようにたる。養成魚では盛期は両率

が比較的平行に推移しているが，後期になると受精率が高くてもふ化率が低い場合がある。これは

後期の変動が大きく，安定していたいためである。移入魚は初めから終りまで不安定であった。

(妬）
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第４図養成魚の受精率とふ化率
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第５図 移入魚の受精率とふ化率

一受精率

一一ふ化率

次に，卵径と抽球の分裂状況を浮遊卵の受村卵について調べた状況を第５表に示した。

第５表浮遊卵の受精卵の抽球と卵径の異常
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月日

養成 魚

抽球（筋） 卵径（/L）

正常 ２分製 小分裂 平均 範囲

移入魚

油球（鰯） 卵径（ノリ）

正常 2分製 '｣､分裂 平均 範囲

4．１６ 37.0 6０ 57.0 918 850～９８０

1８ 68.2 17.5 1.0 960 922～９８０ 624 1.3 36.3 985 、９０２～１，０００

2４ 960 920～９８０

2８ 9６．２ 0 3８ 921 880～９６０

2９ 750 ０ 350 828 0 17.7

3０ 838 0.1 16.1 782 ０ 218

５．２ 80.3 0 19.7 910 880～９４０ 743 0.7 158 936 900～９６０

８ 980 ０ 2.0 834 880～９４０ 980 ０ 2.0 914 900～９４０

１ 888 5.6 5.6 960 0.8 3２

2１ 96〃 ０ 3.3 918 860～９６０ 987 Ｌ３ ０ 903 880～９２０

110『0 96？ ０ 3３ 905 880～９４０ 86/７ 5.6 766 900 860～９２０



卯径は産卵初期が大きめであり,後期は小さくなる傾向がみらｵLた･抽球の分裂は２分裂したも

のが産卵初期と終期に多い傾向がみられた。浮遊卵と流出卵の差を産卵後期に１回調査した結果，

流出卵に異常卵が多い傾向にあった。このことはこの流出卵の採集にあたり衝撃を受けたことが考

えられろ。

以上の異常卯を－部追跡すると，ふ化はするエワであった。

化[「』、

1．方 法

飼育試験用の卵は，産卵水槽で産卵した浮遊卵を午前中にすくい取り，これを洗卵して，浮上卯

をふ化水槽へ移した。左毅，飼育用に用いた選卵は産卵水槽で浮遊卵が多い時のものを用いた。ふ

化水槽は飼育水槽と兼用であり，大きさが１～２トンのもので，これにゴース製の生賓を設置し，

止水で通気を軽く行なった。水槽は１１水槽で，この中２水槽のみ生賛がたくその戎を行なった。

この生賛によるふ化方法は，死卵゜ヘい死魚の除去が容易であり，後で換水にも便利であるためで

ある｡卵の収容密度はｓｑＯＯＯ～７５０００粒／トンとした。

2．結果

ふ化率は５０～９０筋で平均７８筋であった（第３．４表）。ふ化率は産卵状況から肉眼的にみ

てよい卵と恩.われて､悪い場合もあった。又，良卵と思われても脊椎の湾曲したものが多数出現し

たことがあり，この場合は中止した。本試験はふ化水槽と飼育水槽が兼用のためふ化率によって仔

魚の収容密度が異たった。

今後の問題として，水槽の有効利用のためには，仔魚の収容密度を希望通りにしたければたらな

いと思う。このためには，ふ化水槽と飼育水梢を別け，健全魚を飼育水槽に移した方がよいと思わ

れた。なお．，大型水槽・池でふ化飼育を行なう場合は，この中に小型の生賢を設憧し，底の死卵・

虚弱魚を除去した方がよいと思われる。その後はとの生管を除去するか，ワムシの有効利用のため

に成長に従って生賛を展開することが考えられろ。

Ⅲ仔魚飼育

1．方 法

１）飼育水槽

飼育は屋内で行だった。飼育水槽はＦＲＰの１°２トン水槽，及び１．８トンのコンクリート水槽
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１２面を使用し（ふ化水槽を兼用），この中にコース製の生賛を設置した。その生賛数はＦＲＰ水

槽には各１個づつ,-コンクリート水槽には３ｲ固設適した。当場では大型ﾌk槽を解料培養,親魚菱成

に使用したために仔魚の飼育に使用できなかった。

２）飼育方法と管理

飼育試験は４月２１日～６月２８日の間１１回行なった。卵をふ化水槽へ収容と共にクロレラを

８０万／、添加し，翌日シオミズワムシを１～２ケ／uq入れ，止水で弱い通気を行ない飼育を行な

った。飼育密度は，ふ化水槽が飼育水楢となるため，ふ化率によって収容密度力変化するが，トン

当り１０，０００～３０，０００尾とした。又，通気個所を１～４個所とし歩留りとの関係についても

比較試験を行なった。換水はふ化直後のへい死状況，クロレラの繁殖状況，仔魚の状況，仔魚のへ

い死状況をみて随時兇～％換水をしたが，初めはできるだけ換水をさけた。なお，コンクリート水

槽では，初めから微通の注水を随時行なった。

仔魚が６～７""になると日中３～４時間微量注水し，８～９"WWになって常時少錘づつ注水した。

さらに成長にともなって注水量を増加した。

８）解料

クロレラの培養は屋外の円型水i槽（５．８トン）２面と角型水槽（２８．４トン）２面を使用した。

シオミズツポワムシの培養は屋内の角型水槽（１．８トン）９面を使用した。シオミズツポワムシの

培養はクロレラを主餌料とし，クロレラが不足した場合にパン酵母を与えた。水温は水中ヒーター・

練炭で２８～３０℃とし，通気を強く行なった．シオミズツポワムシの採集は培譲を始めてから３

～４日目で７０～150ケ／、に繁殖したものを２～３日に１回づつｼ6～％間引いた。この作業を同

水槽で3～６回行なった．（減水にはクロレラ補給），これ以後は他水槽へiiijを接種（２０ケ／C、）

し，培養を継続した。このようにして採集したシオミズツポワムシをよく洗って飼育水槽に入れた。

これと同時にチクリオパスも同水槽で繁殖し採集されたので，これも飼育水槽へ入れた。又，採卵

時に天然のコペポーダーが採集されたので，これも随時飼育水槽へ入れた。シオミズツボワムシの

給餌は稚魚の取り上げ注で行なった｡これと共に全長が５～７”の時に随時アルテミヤも与えた｡さら

に全長８～９""の頃から魚肉ミンチを与えた。魚肉ミンチは，海水でとかしたものをスポイドで与

え，又，防虫網でこして与えた。

４）飼育水の管理

午前中に各水槽毎のシオミズツポワムシを計数し，８～１５／CCI位補給した。クロレラの補給は

ＰＨが8.2～８．４に下げたものを入れて，８０～５０万／ｍとした。この時に水温・比重・ＰＨ・

照度を測定し，通気状況゜仔魚の状況を観察した。又随時に水槽底の堆積物の除去，換水等を行な

った。換水作業は仔魚の遊泳状況をみて判断した。生存数と成長は１週間毎に測定した。計数は，
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１００C､ビーカーで任意に表面をすみやかに抄いと，計数した。この抄取りを１トン水槽で９個所，

２トン水棚で１８個所行ない平均値を求めて算出し，これに仔魚の遊泳状況から苑を乗じた。

2．結果と考察

飼育結果は第６表に示し，飼育の２例を第７．８．９表に示した。生存率は各水槽の飼育日数。

大きさが異なっているので比較することは困難であるが，510,000尾のふ化仔魚から２８日目

で１３９，３６７尾，８０日目で７０，０３４尾，８７日目で３２，２６５尾の仔魚が計数された｡歩留

りは,取り上け時でみるＵ髄高２４．８冊，最低1.8妬，平均8.9筋であった。減耗は次の８点が主左も

のであった。

第１の減耗は，ふ化直後の虚弱魚が２～４日間でZ)C槽底に蝋集してへい死するものが多く，更に

上のへい死のために飼育水が悪化し，健全魚も死にいたることが多かった。このような原因で２水．

槽（NOL２゜７７kN!）が全滅した。このよう左虚弱魚は頭初から飼育水槽に収容したいようにするこ

とが先決であるが,iふ化水櫓と飼育水槽を兼用すれば，虚弱魚の混入はさけられたいようであり，

本試験は，この虚弱魚をできるだけサイホンで除去した。

第２の減耗は⑰全長5.5～7.0"１Wの時にあるようで，この時期に減耗が多かった。全長5.0鰄頃

から餌料の大きさ，質の要求力s代るように思われ，即ちシオミズツポワムシと共にコベポーダーが

必要にたってくると恩.われた。そこでコペポーダーとしてワムシ培養水槽に発生したチクリオパス

を与えたが不足状態であった。このコベポーダー不足状態と襲度が加わり減耗が急に多く左るもの

と思われた。この対策として，コペポーダーを天然採集や培養して与える必要性が認められた。コ

ペポーダーとしてアルテミヤも１時的に代用できると思われる。又，魚肉にも精力的に餌付を行な

うことも一方法と考える。ここで，この時期に上記の減耗とは異なる大量死した２水槽（N０６゜NOL
】』

１０）についてみると，Nu6水槽は全長７～９mm『時で腹部が肥大し９１斜が急死した。この腹部肥

大は胃腸にシオミズツポワムシカ流満していた。とのへい死原因として，摂餌:したものが排泄でき

たかったものと思われるのでl偶｢料に原因があるように思われた。この時の餌料の与えた方法は，１

０時頃にシオミズツポワムシを培恭水槽から取り上げて給餌し,その残りを１８‘の水槽に収容して

送気したから放置し，これを１６時頃に再び絵ilfしたことに起因すると思われる（飢餓ワムシの摂

餌による死）。次いでＮｕｌＯ水槽は全長５～６"の時に１２日間にわたって多量へい死が続出した。

へい死症状は，初め平衡を失った遊泳を行ない，次第に底に沈んで横臥し，１～２日後にへい死し

た。この時に換水を充分に行ない，サルファ剤゜メチレンプルーで薬浴･消鐸を行たったが、その

効果がたかった。ヘい死原因は，へい死症状から細菌性の症病と思われる。
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第６表飼育結果

－２４８－

１ ２ ３ ４ ５

水容量トン ２ １ １ １ ‐１

通気個所 ２ １ １ １ ２

ゴース生鍵の有無 有 有 有 有 無

卵収容月日 4．２１ ４．２１ 4．２８ ４．２８ 4．２８

収容卵数 ４５，０００ ３０，０００ ４６月００ ５４pＯＯＯ ５８，０００

ふ化仔魚数
（ふ化率筋） 28,000（６５） 15,000（５０） 40,000（９０） 47,000（９０） 50,000（９０）

ふ化後９日目
生存数 ２０，９００ 全死(5日目） 7，６００ 9，８６６ ３８０５３５

１６ １９，５８３ 6800 4０３３８ ２５，９６６

２３ 1８，０６６ 4，２００ 3400 1３９６６

３０ １４５１０ 2，６００ 2,215取り
上げ

9，８１４

３７ 7，２６４ 1，４６０

（６～９”）

６，８１２取り
-1目げ

４４ 6９５０ ９４０

（８～１０mnW）

歩憲（妬） ２４．８ ０ 4.8 １２５

へい死の主な症状，

1.ふ化直後の

虚弱のため

死多い

Lふ化直後の

虚弱のもの

を除去した

かったため

全滅

2．ふ化直後の

:背稚湾曲多

し

Lふ化直後の

虚弱死

2換水毎に減

耗めだつ

l左と同じ

2左と同じ

1.左と同じ

2.左と同じ
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６ ７ ８ ９ １０ 1０
'

１１

２ １ １ １ 1８ 1８ １

２ ２ ８ ８ ５ ４ ８

有 有 有 有 有 有 有

4．２８ 5．１０ 5．１２ 5．１６ 5．１６ 5．１６ 5．２４

１０５，０００ ５０，０００ 60,000 ７５０００ 120,000 60,000

63,000（６０） 25000（50） 51.000(85） 56,000(75） 105000(78） 30ｊＯＯＯ(50）

4７，５００ ８日目に全死 ２０，２６６ ８０，２１４ 81,000 261196

８４９８３ 2，１６６ 2４，３６０ ５５，０００ ２５，９６０

２０，８３３

１２日目換水

時に多量死 ２３，３３３
４０，０

完出

００尾

1/４分譲

10,000尾

1８，４８３ 1６１０ １８，１６２

２１～８０日の

間に８８，１４２

死取り上げ

２１～２９日の

間に5,190の

死取り上げ

8ｂ６９取り
上げ
１５β９０死

1,520取り必ず
34～８７日目

の間に死多い

７９８ 1４９１６

(5.5～7k5mV）

残１２９３ 残８９７

(１３５００尾）

（７～９噸） ６９９ 8；7６７

2.4 ０ 1８ 1５．６ 4.5 9０ １２５

1.左と同じ

2.ワムシ以降

の鋼；料の切

巷不良

8.腹部肥大症

に主ろ大量

死

1.ふ化直後の

虚弱多く死

魚のため水

質悪化

Lふ化直後の

虚弱魚の死

2換水時に排

水を多くし

たため生涜

に吸付られ

た｡

l左と同じ

2.ワムシ以降

の餌料の切

替不良，共

瞳

1.平衡失調死 1ふ化直後の

虚弱多く死



第７表２トン水槽にエろ飼育経過例（NiL1水槽）

－２４５－

月日 経過
日数

水温 PＨ 解料 全長 生存尾数 備考

4．２１ １ 15.5 83 卵４５ 0０0収容
止水通気
クロレラ 入

2２ ２ 155 8３

2３ ８ 150 8.8

2４ ４ 138 8.8 2７１

(19Ⅲ）
ふ化率６５妬
2ａ000尾

2５ ５ 152 8.25 ワムシ２～８ケ／Ｃｃ入

2６ ６ ｕ８ 8２５ ワムシ補給５～１０ケ／bｃ

” ７ 16.0 8.2 〃

2８ ８ 17.1 8２ 〃

/閉 ９ rK２ 8.8 〃 クロレラ;補給

8０ 1０ 168 8８ 〃
〃

5.Ⅱ１ 1１ 16.0 8２ 〃
〃

２ 1２ 165 8２ 〃 8.6 2q９００尾 〃

８ 1８ 1ｎｏ ８２ 〃

４ 1４ 17.0 8.2 〃 クロレラ補給

５ 1５ 1684 8,2 〃 蝿集 〃兇換水

６ 1６ 14.8 8２ 〃 〃

７ ．Ⅳ 150 8２ 〃 〃

８ 1８ 15J 8.1 〃 鋼集 〃 雅換水

９ 1９ 16.8 8.1 〃 4.4 19,588尾 〃

1０ 2０ 1６２ 8.1 〃 〃

1１ 2１ 157 8.2 〃 蝋染 〃兇換水

1２ 2２ 15.8 8,2 〃 〃

１８ 2８ 15.9 8.2 〃 〃

1４ 2４ 16.8 8２ 〃 〃

1５ 2５ 16.2 8２ 〃
チクリオ入
天然コベポーダ入

宍－

５．１
１８，０６６尾 〃

1６ 2６ r7bl 8.2 〃〃 〃

r７ 訂 17.0 7.9 〃〃 〃叩

1８ 2８ 16〃 7.9 〃〃 〃

1９ 2９ 16.6 7.9 〃アルテミヤ与える 〃

2０ 8０ 156 8.1 〃 鋼集 〃舛換水



４６１８．８

－２４６－

月日
経過

日数
水温 PII 餌料 全長 生存尾数 備考

5．２１ 3１ 150 8,1
ワムシ補給５～１０ケ／ｂｃ

天然コペポーダ入 -鋼集
クロレラ補給

兇換水

2２ 8２ 15.1 7.9
〃

アルテミヤ入 仔魚減少大 〃

2３ 3３ 158 7.9 〃
４．９～

１４，５１０尾 〃

2４ 3４ 17.1 7.9 〃 〃

2５ 錨 18.2 7.9 〃 〃

2６ 3５ 182 8.1
〃

アルテミヤ入

〃

昼間注水（少）

2７ 3７ 17.5 8.1 〃 〃〃
2８ 3８ 1Ⅲ４ 8.2 〃アルテミヤ入 〃〃
2９ 8９ 183 8２ 〃２～８／bｃ 〃〃

3０ 4０ 188 8.1
〃 １～２／ｂｃ
アルテミヤ入

〆■＝

７，２６２尾 〃〃
3１ ４１ 19.0 8.1

〃〃

〃 〃〃
6．１ 4２ 19.8 8.2

〃 〃

〃 配合ＴＰ２ 〃〃
２ 4３ 19.0 8２

〃〃

〃〃 〃〃
３ “ 19.6 8.3

〃 〃

〃 魚肉ミンチ 常時注水

４ 4５ 18.6 8.2 '５～８／ｃｃ〃 〃

５ 4６ 188 8.2 〃〃 〃

６ 4７ 18ﾉ７ 8.8 〃〃 ９～１１ ６，９５０尾 〃

７ 4８ 18.6 8.8 〃〃 〃

８ 4９ 18.9 8.2 〃〃 〃

９ 5０ 202 8２ 〃〃 〃

1０ 5１ 21.4 8.3 〃〃 〃

1１ 5２ 20.7 8.8 〃〃 〃

1２ 5３ 22.4 8.8 〃〃 〃

1３ 5４ 20.6 8８ 〃〃 〃

1４ 5５ 20.4 8.3 〃〃 〃

1５ 5６ 206 8８ 〃〃 〃

1６ 5７ 20.6 ８．３ 〃〃 〃

r７ 5８ 20.0 8.3 〃〃 〃

1８ 5９ 20.2 8８ 〃〃 １１ へ学

225 4,785尾 取り_fｵﾌﾞ：



第８表１．８トン水槽による飼育例（ＮｎｌＯ）

-２４７－

月日
経過
日数

水温 餌料 全 長 生存尾数 備考

５．１６ １ 16.5 卵120,000粒入 止水通気

1７ ２ 16.8 〃クロレラ入

1８ ８ 16.3 〃

1９ ４ 158 ワムシ３～５／bc入 ("）
2６８７

ふ化率７８妬
１０５０００尾

〃

2０ ５ 16.1 〃
底

尾除去 〃クロレラ補給

2１ ６ 1５９ 〃
通 ため

尾JＥ
〃

2２ ７ 15〃 〃
底の虚弱魚

6,500尾除去
〃

2８ ８ 16.0 .〃 午前中注水
クロ レラネNi給

2４ ９ 17.8 ワムシ６～７／ｃｃ 止水〃

2５ 1０ 188 〃 午前中注水
〃

2６ 1１ 18〃 〃３～５／ｃｃ
〃

〃

2７ 1２ 18.8 〃５～１０／bｃ
’

〃

2８ 1３ 18.1 〃５～８／ｃｃ
〃

〃

2９ 1４ 18.3 〃
常時注水

クロレラ入

3０ 1５ 18.4 〃
4.3～

4.5 81,000尾 〃

3１ １６ 188 〃 〃

6．１ 1７ 19.8 〃 配合餌科
ＴＰ２ 止水クロレラ入

２ 1８ 19.1 〃〃 常時注水

８ ⑲ 19.6 〃〃 〃

４ 2０ 19.2 〃ｲリ 〃

５ 2１ 18.1 〃
5.2～

5.8
６５，０００尾
１２５０尾死

〃

６ 麹 19.0 〃
４１，５５０尾死除去
分養耀

〃



－２４８－

月日

6．７

８

９

1０

経過
日数

2３

鰹

2５

2６

水温

18.8

19.0

20.4

21.1

解料

ﾜﾑｼ10～15／ｃｃ

〃

チグリオ多し

〃

〃

全長 生存尾数

２２７０尾死除去

１４５０尾死除去

７０２尾死除去

1,326尾ﾀﾞ１３除去

平衡失調死

術

止水アイベソ

考

ペソト消毒

兇換水後止水

施換水
マラカイドグリーン消毒

兇換水止水

1１

1２

1３

1４

1５

1６

2７

2８

2９

3０

3１

3２

20.3

214

207

21.0

213

216

〃

〃

〃

〃

〃

〃

5.5～

7.5噸
2,670尾JE除去

1,610尾死除去

1,100尾ｼﾞﾋﾟ除去

４１尾死除去

５０尾死除去

３３尾死除去

平衡失調・・細菌性の疾病
蛤換水後止水

〃

〃

〃

〃

〃

r７ 3３ 21.6 ﾉリ 常時注水
｡q■

1８ 謎 22.0 〃 〃

1９ 3５ 218 〃 〃

2０ 3６ 21/７ 〃 〃

2１ 3７ 22.5 〃
8.1～

9.5 ７９３尾 取り上げ



第９表２トン水槽による飼育経過例（１，６）

－２４９－

月日
経過
日数

水温 餌料 全長 仔魚の状況 備考

4．２８ １ 18.0 105,000粒入 止水通気ｸﾛﾚﾗ入

2９ ２『 17.2 止水通気

3０ ８ 166 (NMU）
２７１

ふ化率６０筋
63,000尾

〃

5．１ 「４ 16.0 〃

２ ５ 165 〃

３ ６ 17, ワムシ３～４ケ／bc入 底の虚弱魚除去
１，３７５尾

〃

ｸﾛﾚﾗ補給

４ ７ 17.2 〃５～ 10ｸﾝ/bc 〃

５ ８ 164 〃 仔魚甥集 〃

焔換水

６ ９ 156 〃 〃

７ 1０ 15.0 １７ 〃

８ 1１ 15.8 〃 〃
兇換水

９ 1２ 16.3 〃
3.2～

3５ ４７１５００尾 ’

1０ 1３ 16.4 〃 〃

1１ 1４ 158 〃 〃

発換水
1２ 1５ 155 〃 〃

1３ 1６ 159
〃

ﾁｸﾘｵﾊﾞｽ多ぃ
蛸集一 〃

賭換水

1４ 1７ 168 〃 〃

1５ 1８ 16.1 〃 〃

1６ 1９ l7il 〃 ４．１８ ３４，９３３尾 〃

1７ 2０ 17.0 〃 〃

1８ 2１ 16.7
〃

天然 コペオミータ.-
〃

1９ 2２ 16.6 〃 蛸集 〃

2０ 2３ 15.6 〃 〃

2１ 2４ 1５０
〃

天然．ベポーノr－ 蛸集 〃

2２ 2５ 1５．２
〃

アルテミヤ
〃



－２５０』－

月日
経過

日数
水温 解料 全長 仔魚の状況 備考

5．２８ 2６ 162 〃
4.9～

5.2
２０，８３３尾

〃

2４ 2７ r7.2
●

〃

2５ 2８ 182 〃

2６ 2９ 18Ｊ 〃

2７ 3０ 17.8 ワムシ８～５／ｃｃ 午前中流水〃

2８ 3１ r7.8
〃

アルテミヤ
蛸集弱っている 〃〃

2９ 3２ 184 〃 クロレラネili給兇換水

3０ 3３ 18.5
〃

アルテミヤ

５９～

6８
１８，４３３尾 〃

3１ 3４ 18.9
〃

アルテミヤ
〃昼間注水

6．１ 3５ 19.8
〃

〃
止水クロレラ補給

２ 銘 19.0
〃

ＴＤ２ アルテミヤ
昼間注水〃

８ 3７ 19.8
〃

アルテミヤ ５月００尾ﾗﾋﾞ(腹部肥大） 耀換水〃

４ 3８ 1966
〃

ﾜﾑｼ5～1Ｗ:/tﾕc
３９０尾死（腹部肥大） 昼間注水〃

５ 8９ 19.8 〃 7,780)彰E(腹部肥大） ),圀換水〃

６ 4０ 19.7
〃

魚肉ミンチ
7.5～

9.2
１４３０尾死(腹部肥大） 昼間注水〃

７ 4１ 18.6
ﾉリ

〃
２０５尾死（腹部肥大） 〃〃

８ 4２ 18.9
〃

〃
３０尾死（腹部肥大） 〃〃

９ 4３ 20`２
〃

〃
１，５２０尾取ｂ上げ 〃〃

飢餓ワムシが水槽内に

多くあったためこれを

接餌したため－時的に

大:H1:死と思われる。



第３の減耗は換水による減耗が考えられる。換水の翌日には仔魚の数が少左<たった傾向が多か

った。このため，できるだけ換水をさけるようにし，換水を行なう場合は兇～光と少なくした。

しかしながら，水槽が1.2トン水槽で小さいために嚢境が変わり，ヘい死したとも考えられる。摸

水する目安は，仔魚の遊泳状況（蛸集ｐ目力洸ろ）をみて行ったが，このような症状をきたした時

は，既に弱っていたとも考えられる。これを防ぐ方法として，随時少量でも注水換水を行なって環

境をよくし，急激な換水をさける。又，底が俸態物を除去することも一方法と思われる。ＮｏＬ１０水

槽は全長５～６”までは歩留りか高かったが，これは初めから常時少量の注水を行ないがちであっ

たためと思われた。

次に成長をみると，飼育を４月下旬に始めたものが３０～８７日目で６～９"，４４日目で９～

１３”となり，５月に飼育を始めたものが２３～３０日で６～９月mIr，３７日目で９～１８噸とたり

成長の短縮は水温が高くなったことが主要因と思われる。

Ⅳ稚魚の養成と沖出

沖出養成を行なう場所は，当場地先では立地的に行友うことができないので，美保関町の笠浦の

地先（当場から約３０A"離れている）で行なっプヒ。この場所においても全長７～９鍼のものを生震

で養成することは立地的にみて危ぶ室れたので，全長１０～１８噸の大きさで行なうことにした。

このため全長７～９緬のものが１０～１３鯛にたる喪で，当揚の水槽で飼育した。先づ飼料と水槽

の有効利用のために全長７～９"のものをまとめ，ここで魚肉に充分餌付養成を行なうことにした。

なお,この｡､仔漁｡､取り上げは水位をさげてビーカーで抄いとり移した。このものは移殖後１～３日

間でへい死するものが多かった。この原因としてこの期に抄いとることに無理があったこと，又，

満腹状態の時に抄ったことか大いに影響していると思われる。６月１８日と７月２日にそれぞれ全

長１０～１５噸に成長したものを合計4,784尾取り上げ笠補まで自動車で迎び生費養成を行なった。

迎搬はビーカーで抄いとったものをポリ袋に入れ酸素を封入し，これを自動車で１時間を要し運ん

だ。これによるへい死は７尾で少なかった。生樹の大きさは２ｘ２ｘ２ｍ，２２０径のモジ網２組

を使用した。一方の生賛には６月１８日，一方の生賓には７月２日に放養した。７月８日には６月

１８日のものを移して一緒に飼育した。飼育管理は現地のimdiiUに依頼した。鱒料として魚肉とアミ

エピを混ぜたミンチ肉を１～２回/i日与えた｡成識況は７月１６日に綱ぺた｡生存は２，４２７
尾であり，歩留りが５１．２６鍋であった。大きさは平均全長３．８９c〃（範囲2.8～5.0c〃）であっ

た。奇形は鰯蚤症らしきものが少数認められた程度であった。この減少の原因は共喰などの影響も

考えられるが，この生費上に鵜・海臓が飛来し，生賛枠上に脱糞の跡が多くあり，これら鳥の食害

も一要因にたっているものと思われる。８月２７日の調査では平均全長９．５１c〃とたっており，奇

－２５１－



形が兇計数でき，奇形の主なものは短躯症で他に眼球突出のものが少数あった。本試験の飼育の大

きさは立地的にみて全長１０"前後でも実施できる見込である。

Ｖ要約

１．養成と移入親魚から採卵と飼育試験を行たった。

２．産卵は４月１７日から５月３０日の間行なわれた。養成親魚の１尾当りの産卵量は６９０，８

２０粒，移入親魚は２１３，９６９粒であった。ふ化率は平均７８妬であった。

３．仔魚の飼育は水槽１～２トン１２面を使用した。５１０，０００尾のふ化仔魚から２３日目で

１３９，３６７尾，８０日目で７０，０３４尾，３７日目で８２，２６５尾の仔魚が計数された。歩留り

はJ6u)上付時で平均8.9冊（1.3～２４．８妬）であった。へい死の症状はふ化後の２～４月の間と全長

5.0～7.0鰄位の時に大であった。

一部水槽では疾病と思われる大愚二死があった。

４．稚魚の養成は生賛の設適場所の地形から全長１０．０～１３．０”の時に行ない４，７３４尾の稚

魚が後１ケ月後に全長ａ８９ｃｊＩｚのもので歩留り５１．２６筋であった。

Ⅵ今後の問題

１）大型水槽による飼育

今回は都合にエリ１．２トン水槽で飼育を行なったが大型水槽（２０～３０トン）で飼育を行ない

たい。

２）全長５～７噸の減耗防止にエろ歩留りの向上。

全長５～７伍阿の時にコペポーダー（チグリオパス，天然プランクトン採集）を与えた恥魚肉に

根気エ〈餌付させるなどの処置をとって歩留りの向上をはかりたい。

３）全長９～１０打源で沖出し養成

今回は１０～１５噸のものを沖出対象としたが，今年の海象から全長１０２W〃前後でも実施できそ

うなので，この大きさのものについて沖出養成を行ないたい。又，全長１０～１５廓ＩＦまで水槽で飼

育すると減耗が多かったが，この原因として，２）力逵要因と思われるが，共喰なども相当あった

ので，広い飼育壌境に移して防ぐことができると考えられる。
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